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平
成
十
八
年
は
「
次
郎
長
で
行
か
ざ
あ
」
と
、
次
郎
長

で
始
ま
り
終
っ
た
次
郎
長
尽
く
し
の
一
年
だ
っ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
の
木
曜
時
代
劇
で
、
次

郎
長
の
ド
ラ
マ
を
全
国
放
映
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
れ

を
機
に
「
次
郎
長
を
テ
ー
マ
に
清
水
の
町
お
こ
し
を
」
と
、

一
月
四
日
、
田
口
英
爾
、
望
月
憲
一
、
天
野
香
、
山
田
俵

： 清
水
に
元
気
を
！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
木
曜
時
代
劇
〃
次
郎
長
背
負
い
富
士
〃
の
放
映
で
湧
い
た
昨
年
夏
。
町
お
こ
し
を
と
結
成

さ
れ
た
行
か
ざ
あ
の
会
は
、
千
恵
蔵
の
次
郎
長
名
画
の
上
映
、
初
め
て
の
次
郎
長
マ
ッ
プ
作
成
、
次

郎
長
ウ
オ
ー
ク
な
ど
を
実
施
。
「
清
水
に
元
気
を
」
と
打
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
改
め
て
次
郎
長

の
人
気
の
底
の
深
さ
を
痛
感
さ
せ
た
。
こ
の
一
年
を
ふ
り
か
え
る
。
事
務
局
長
山
田
捷
司
の
記
。

蕊蕊

驚霞
園
指
し
た
「
行
か
ざ
あ
の
会
」
の
一
年

－~卜

‘

中
村
雅
俊
、
お
蝶
を
田
中
美
里
で
、
人
情
味
あ
ふ
れ
た
次

郎
長
は
時
代
の
寵
児
の
よ
う
に
町
の
な
か
で
話
題
に
な
っ

て
い
っ
た
。

平成19年３月10日発行

発行所

〒424-082l

静岡市清水区相生町６－１７

静岡市観光協会消水支部内

ＴＥＬ（054)352-7331

篭行拳竹内宏
編集人田口英爾

な
つ
か
し
の
名
画

片
岡
千
恵
蔵
「
任
侠
清
水
港
」
を
上
映

「
次
郎
長
で
行
か
ざ
あ
の
会
」
は
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
動

き
を
始
め
た
。
ま
ず
、
ド
カ
ン
と
打
ち
上
げ
花
火
を
上
げ

る
よ
う
に
宣
伝
し
よ
う
と
、
懐
か
し
い
次
郎
長
映
画
、
そ

れ
に
清
水
在
住
の
演
歌
歌
手
稲
葉
永
子
さ
ん
を
加
え
、
映

画
と
実
演
の
集
い
が
開
催
さ
れ
た
。
八
月
十
日
、
会
場
は

桜
が
岡
清
水
文
化
会
館
で
あ
る
。

映
画
上
映
は
こ
の
地
域
で
長
い
間
自
主
映
画
上
映
運
動

を
続
け
て
い
る
清
水
映
画
サ
ー
ク
ル
協
議
会
山
本
隆
茂
さ

ん
の
指
導
と
援
助
を
受
け
て
、
今
か
ら
五
十
年
前
の
次
郎

長
映
画
「
任
侠
清
水
港
」
を
上
映
し
た
。
清
水
の
次
郎
長

に
は
片
岡
千
恵
蔵
、
森
の
石
松
は
中
村
錦
之
助
と
い
う
当

時
の
東
映
の
オ
ー
ル
キ
ャ
ス
ト
総
出
演
に
よ
る
も
の
で
、

昼
夜
二
回
の
上
映
で
五
百
名
も
の
人
た
ち
が
鑑
賞
し
た
。

稲
葉
永
子
さ
ん
は
自
分
の
持
ち
歌
「
花
の
次
郎
長
三
人
衆
」

や
「
森
の
石
松
」
に
、
ご
存
知
「
旅
姿
三
人
男
」
を
歌
っ

た
。
こ
れ
に
色
を
添
え
た
の
が
、
芸
者
衆
の
唄
と
踊
り
だ
。

清
水
芸
者
衆
が
特
別
に
友
情
出
演
し
て
「
次
郎
長
音
頭
」

や
「
茶
っ
切
り
節
」
を
三
味
線
に
併
せ
て
踊
り
花
を
添
え
、

清
水
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
、
満
員
の
会
場
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
た
。

八
月
二
十
五
日
、
清
水
駅
前
銀
座
商
店
街
と
の
協
賛
で
、

野
外
映
画
会
を
開
催
し
た
。
「
つ
っ
ぱ
り
清
水
港
」
は
二
十

四
年
前
の
中
村
雅
俊
の
次
郎
長
映
画
で
、
次
郎
長
の
青
春

時
代
を
喜
劇
風
に
蘇
ら
せ
て
く
れ
た
。
夏
の
夜
の
無
料
映

》

騒

片岡千恵蔵主演昭和32年

司
の
四
人
が
、
竹
内
宏
会
長
に
相
談
し
て
ゴ
ー
サ
イ
ン
を

い
た
だ
い
た
と
き
か
ら
始
ま
っ
た
。
静
岡
市
観
光
協
会
清

水
支
部
の
梅
原
久
義
常
務
も
加
わ
っ
て
世
話
人
の
メ
ン

バ
ー
が
揃
っ
た
。
顔
ぶ
れ
は
、
こ
れ
に
相
津
誠
二
、
上
田

紘
司
、
宮
城
嶋
一
雄
、
望
月
栄
次
、
山
本
勉
、
吉
井
靖
の

諸
氏
。
前
号
で
紹
介
し
た
通
り
多
才
な
人
た
ち
で
、
清
水

に
元
気
な
風
を
吹
き
込
も
う
と
皆
意
気
に
燃
え
て
い
た
。

世
話
人
に
よ
る
準
備
会
を
重
ね
て
、
五
月
十
六
日
「
次

郎
長
で
行
か
ざ
あ
の
会
」
設
立
総
会
を
清
水
マ
リ
ン
ビ
ル

で
開
い
た
。
百
三
十
人
も
の
次
郎
長
フ
ア
ン
が
会
場
い
つ

ぱ
い
に
集
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
（
前
号
参
照
）
、

六
月
一
日
、
原
作
山
本
一
力
（
直
木
賞
作
家
）
脚
本

ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木
に
よ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
木
曜
時
代
劇
「
次
郎
長

背
負
い
富
士
」
は
全
十
回
放
送
で
始
ま
っ
た
。
次
郎
長
を

言
Ｌ

二F

ー
呈一

次郎長翁を知る会
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島織

画
会
だ
っ
た
が
、
あ
い
に
く
の
天
候
で
夕
方
に
雨
が
降
り

出
し
後
に
雨
は
上
が
っ
た
が
、
出
足
は
期
待
し
た
ほ
ど
で

は
な
か
っ
た
。

Ｎ
Ｎ
Ｋ
の
ド
ラ
マ
「
次
郎
長
背
負
い
富
士
」
は
八
月
三

十
一
日
で
終
了
し
た
。
な
お
、
こ
の
ド
ラ
マ
の
時
代
考
証

は
田
口
英
爾
さ
ん
が
担
当
さ
れ
た
。

気
に
な
る
視
聴
率
は
、
Ｎ
Ｎ
Ｋ
に
よ
る
と
静
岡
で
十
四

％
か
ら
七
七
％
、
東
京
で
も
十
％
と
い
う
こ
と
で
、
好
視

聴
率
が
確
保
で
き
た
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
っ
た
が
、
視
聴
率
か
ら
清
水
次
郎
長
は
い
ま
で
も
日

本
人
の
こ
こ
ろ
の
な
か
に
生
き
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

た
。
史
実
と
し
て
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
次
郎
長
の
闘
い
は
荒
神
山

で
終
っ
た
。
任
侠
道
も
武
士
道
も
男
の
社
会
だ
が
、
共
通

し
た
も
の
は
、
意
外
に
思
い
や
り
と
人
間
愛
と
優
し
さ
が

底
辺
に
流
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
次
郎
長
は
単
な
る

博
徒
で
は
な
い
。
内
輪
も
め
の
な
か
っ
た
次
郎
長
一
家
を

率
い
て
、
明
治
に
な
っ
て
任
侠
の
世
界
か
ら
脱
け
出
し
維

新
と
い
う
新
し
い
風
の
な
か
で
生
き
て
い
っ
た
。
い
つ
の

世
で
も
多
く
の
人
間
を
ま
と
め
上
げ
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
は

必
要
だ
。
次
郎
長
の
生
き
方
に
は
い
ろ
い
ろ
な
見
方
や
評

価
の
し
か
た
が
あ
る
。
幕
末
か
ら
近
代
化
を
推
し
進
め
た

明
治
時
代
に
は
、
混
乱
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
次
郎
長
の

よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
は
時
代
の
要
請

だ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

ド
ラ
マ
で
は
伏
谷
如
水
や
山
岡
鉄
舟
、
そ
し
て
次
郎
長

の
養
子
と
な
り
『
東
海
遊
侠
伝
』
を
執
筆
し
て
こ
れ
が
元

に
な
っ
て
大
衆
芸
能
と
し
て
次
郎
長
を
一
躍
全
国
的
な

ヒ
ー
ロ
ー
に
押
し
上
げ
た
天
田
愚
庵
な
ど
の
人
物
の
登
場

は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ド
ラ
マ
化
は
難
し
い
だ
ろ
う
が
、

息羅

明
治
の
次
郎
長
を
取
り
上
げ
て
欲
し
か
っ
た
。

Ｎ
Ｎ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
放
映
は
清
水
の
町
に
千
載
一
遇
の
一

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
れ
た
。
県
内
外
か
ら
の
観
光
客
が
一

増
え
、
な
に
よ
り
も
次
郎
長
を
知
ら
な
い
世
代
に
次
郎
長
一

を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
が
後
継
者
づ
く
り
一

の
布
石
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

次
郎
長
マ
ッ
プ
の
作
成

か
ね
て
か
ら
次
郎
長
翁
を
知
る
会
の
な
か
で
の
課
題
と
一

な
っ
て
い
た
次
郎
長
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一

清
水
港
が
生
ん
だ
郷
土
の
ヒ
ー
ロ
ー
次
郎
長
の
足
跡
を
、
一

い
ま
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
ま
で
も
網
羅
一

し
た
も
の
で
、
楽
し
み
な
が
ら
見
て
も
ら
お
う
と
い
う
の
－

が
そ
の
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
海
外
か
ら
の
観
光
客
一

に
も
分
か
る
よ
う
に
、
英
語
・
中
国
語
の
説
明
文
も
掲
載
一

し
た
。
マ
ッ
プ
は
二
万
部
作
成
し
て
、
持
ち
や
す
い
よ
う
一

に
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
大
き
さ
に
し
た
。
市
内
の
観
光
案
内
一

所
や
主
だ
っ
た
観
光
施
設
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
東
京
・
名
一

古
屋
の
観
光
案
内
所
に
も
無
料
で
配
布
し
た
。
こ
の
マ
ツ
｜

プ
の
評
価
は
、
見
や
す
く
分
か
り
や
す
く
持
ち
や
す
い
と
一

大
変
好
評
で
、
多
く
の
方
々
か
ら
お
褒
め
を
い
た
だ
い
た
。
一

清
水
の
三
大
祭
り
の
一
つ
、
十
一
月
十
九
日
の
「
お
い
一

－２－

蕊謂

ベ
っ
さ
ん
」
の
日
、
恵
比
寿
誌
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
次
郎

長
通
り
商
店
街
の
援
助
を
受
け
て
次
郎
長
名
物
店
を
開
い

た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
客
足
も
伸
び
ず
今
い
ち
の
結
果

と
な
っ
た
。

次
郎
長
ウ
ォ
ー
ク

十
二
月
二
日
、
次
郎
長
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
好
天
に
恵
ま

れ
て
実
施
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
清
水
駅
東
口
広
場
に
は
、
早
朝

か
ら
大
勢
の
人
た
ち
が
集
っ
て
き
た
。
県
内
で
は
西
は
湖

西
市
や
浜
松
市
か
ら
、
東
は
富
士
市
か
ら
参
加
し
て
、
総

勢
二
百
五
十
名
も
の
人
た
ち
で
広
場
は
埋
め
つ
く
さ
れ
た
。

各
人
が
次
郎
長
マ
ッ
プ
を
持
っ
て
、
一
グ
ル
ー
プ
二
十
名

ず
つ
の
班
を
つ
く
り
、
案
内
人
に
誘
導
さ
れ
て
半
日
コ
ー

ス
を
歩
い
た
。
各
史
跡
は
案
内
人
の
説
明
付
き
だ
か
ら
、

た
だ
歩
く
だ
け
で
は
な
い
。
途
中
、
船
宿
記
念
館
「
末
庚
」

で
は
次
郎
長
道
中
保
存
会
の
人
た
ち
が
、
余
興
で
歯
切
れ

の
よ
い
峻
阿
を
き
っ
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
、
最
終
地
は

梅
蔭
寺
で
自
由
解
散
と
な
っ
た
。

参
加
者
の
感
想
は
今
ま
で
以
上
に
次
郎
長
に
興
味
を

も
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
、
面
白
か
っ
た
、
知
ら
な
い

こ
と
が
多
く
あ
っ
て
勉
強
に
な
っ
た
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
事
故
も
無
く
大
成
功
の
う
ち
に
終
っ
た
。

今
年
は
２
０
０
７
年
、
徳
川
家
康
駿
府
城
入
城
四
百
年

で
、
静
岡
市
で
は
記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。
清
水
港

は
家
康
以
来
の
お
ひ
ざ
元
、
さ
ら
に
次
郎
長
は
新
門
辰
五

郎
と
共
に
、
徳
川
慶
喜
公
の
警
誰
役
を
自
任
し
た
こ
と
も

あ
り
、
「
次
郎
長
で
行
か
ざ
あ
の
会
」
の
運
動
は
こ
の
四
百

年
祭
事
業
と
連
動
し
て
い
け
れ
ば
と
希
望
し
て
い
る
。

次
郎
長
を
知
ら
な
い
世
代
に
次
郎
長
を
知
っ
て
も
ら
う

篭

蕊』



西、寺公望等も愛用した、一碧楼水口屋。鈴与

|次郎長ｳｵーｸ経路図’

水口屋みなぐちや
伝えたい文化伝えたい心。 4Ｊ錨

江戸時代には､興津脇
ゐ

本陣として､明治･大正．
熱

昭和期には、別荘旅館

､垂＝＝＝ご~亀一員署塾1として全国に名を馳せ、＝胃･剰員幽曹弓.善､輪一

“鮪捗式会社
Suzuyo静岡県静岡市清水区入船町ｌｌ－ｌ

ＴＥＬ.(054)354-3054ｗｗｗ､suzuyo.c０.Jｐ

グループでは､約400年続いた宿屋の歴史を後世に

伝えるべく、フェルケール博物館に寄贈されていた

研究資料を「水口屋ギャラリー」として一般に公開

しています。

－３－

k１.

こ
と
や
、
次
郎
長
そ
の
も
の
の
正
し
い
実
像
を
探
る
こ
と
一
え
て
い
る
。

な
ど
、
次
郎
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
も
議
題
に
上
っ
た
が
、
一
「
次
郎
長
で
行
か
ざ
あ
の
会
，
一
の
運
動
は
、
一
定
の
成
果

こ
れ
は
残
さ
れ
た
課
題
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
ウ
オ
ー
キ
ー
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
が
、
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時

ン
グ
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
次
郎
長
の
史
跡
を
あ
ま
り
に
一
に
い
く
つ
か
の
課
題
も
残
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
今
後

も
知
ら
な
い
人
が
多
か
っ
た
こ
と
だ
。
な
か
で
も
壮
上
の
一
は
世
話
人
公
の
な
か
で
相
談
し
て
、
次
郎
長
が
清
水
の
な

墓
を
知
ら
な
い
人
た
ち
が
多
い
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
一
か
に
よ
り
確
実
に
深
く
定
満
し
て
い
く
よ
う
ホ
ッ
プ
、
ス

こ
れ
を
糧
に
、
一
‐
知
る
会
‐
一
の
方
で
引
き
続
き
次
郎
長
ウ
ー
テ
ッ
プ
、
ジ
ャ
ン
プ
，
〉
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

オ
ー
ク
を
、
少
し
実
施
形
態
を
変
え
て
で
き
れ
ば
と
も
考
一
雲
次
郎
長
で
行
か
ざ
あ
の
会
」
蛎
務
局
長
山
Ⅲ
雌
司
）

次
郎
長
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
て

天
気
晴
朗
な
れ
ど
風
強
し
…
…
。

平
成
十
八
年
十
二
刀
・
一
Ⅲ
（
士
〉
。
き
損
う
は
次
郎
長
の

史
跡
を
た
ど
る
》
次
郎
長
ウ
ォ
ー
ク
》
の
Ｈ
で
あ
る
。
昨

夜
は
．
人
雨
が
降
り
心
配
し
た
が
、
》
夜
明
け
、
朝
か
ら
快

晴
に
恵
ま
れ
た
。

私
た
ち
は
集
合
場
所
の
Ｊ
Ｒ
清
水
駅
東
咋
・
の
イ
ベ
ン
ト

旗
場
で
準
備
を
始
め
、
段
取
り
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い

る
間
に
も
参
加
者
は
ど
ん
ど
ん
期
え
て
く
る
。
九
時
に
受

付
を
始
め
た
こ
ろ
に
は
、
百
名
ぐ
ら
い
並
ん
で
い
る
零

歩
行
荷
の
安
全
と
、
各
所
で
説
明
す
る
人
の
声
が
聞
き

や
す
い
よ
う
に
と
、
異
十
名
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

ＪＲ清水駅東口スタート

①次郎長堤跡

②次郎長宅跡碑

③船宿記念館「末匿」

④壮士の墓

⑤妙慶寺

⑥次郎長生家

⑦甲田屋
↓

③梅蔭寺

灘

九
時
半
、
挨
拶
後
に
》
班
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
グ
ル
ー

プ
の
先
頭
に
説
明
す
る
人
、
プ
ラ
カ
・
‐
》
蔦
‐
を
持
つ
人
の
．
－

名
が
つ
き
、
前
の
グ
ル
ー
プ
が
出
て
・
・
一
分
後
に
次
の
グ

ル
ー
プ
が
出
発
す
る
。
私
は
一
・
班
の
担
当
で
、
港
関
係
に

詳
し
い
川
梨
仏
さ
ん
と
組
ん
だ
。

清
水
テ
ル
サ
の
横
を
通
る
と
き
ば
向
い
風
が
強
く
、
埋

め
立
て
ら
れ
て
催
来
た
道
や
港
の
説
川
も
簡
単
・
に
す
ま
せ
、

側
清
水
港
線
跡
地
の
遊
歩
道
に
入
る
と
、
自
転
車
と
歩
行

荷
専
川
に
な
っ
て
い
る
の
で
話
も
は
ず
み
、
気
持
ち
よ
く

ウ
ォ
、
キ
ン
グ
を
楽
し
む
器

エ
ス
パ
ル
ス
ド
リ
ー
ム
プ
ラ
ザ
海
側
に
到
着
し
、
テ
ル

フ
ァ
ー
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
を
見
な

が
ら
、
海
沿
い
に
木
材
で
つ
く
ら
れ
た
遊
歩
道
を
進
み
、

遊
覧
船
乗
り
場
の
前
に
稚
く
ｃ
こ
の
辺
り
は
参
加
軒
も
歩

い
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
人
が
多
く
。
富
ｋ
山
を
見
な
が

ら
感
動
し
て
い
た
。
こ
こ
は
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
約
一
・
卜
分
、

経
路
図
①
の
目
的
地
で
あ
る
。
不
向
然
な
形
で
柵
状
に

次郎長ワォーク経路図
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残
っ
て
い
る
万
積
み
が
、
次
郎
長
堤
跡
と
い
う
。
明
治
の

初
め
、
新
し
い
清
水
港
が
築
造
さ
れ
、
汀
堤
の
防
波
堤
や

船
満
場
を
つ
く
ら
れ
た
が
、
尽
力
し
た
次
郎
長
の
功
績
を

た
た
え
て
地
元
の
人
は
「
次
郎
長
堤
」
と
呼
ん
だ
僻
大
部

分
は
近
年
の
埋
立
工
事
で
失
な
わ
れ
、
こ
こ
に
そ
の
・
部

分
が
残
っ
て
い
る
わ
け
だ
。
こ
の
界
隈
ば
山
梨
さ
ん
の
専

門
で
あ
る
。

②
次
郎
長
宅
跡
は
、
マ
リ
ン
パ
ー
ク
の
入
り
口
（
県
所

有
地
）
の
た
め
少
し
国
道
寄
り
に
石
碑
が
あ
る
。
石
碑
の

揮
皐
は
竹
内
宏
会
長
に
よ
る
も
の
で
平
成
十
一
年
建
止
さ

れ
た
。
③
船
宿
記
念
館
末
畷
は
港
橘
前
に
あ
る
。
風
で
冷
え
た

体
は
末
贋
に
入
り
温
か
く
な
り
心
地
よ
い
。
船
宿
は
明
治

十
九
錘
に
建
て
ら
れ
三
代
目
お
ち
よ
う
と
経
営
し
、
次
郎

長
は
こ
害
」
で
明
治
里
十
六
年
に
波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
た
。清水港線跡地遊歩道を歩く第二班

鯉息

こ
の
建
物
は
戦
災
を
免
れ
持
ち
主
も
場
所
も
変
わ
っ
た
が
、

保
存
さ
れ
、
旧
清
水
市
が
平
成
十
云
年
解
体
さ
れ
た
材
料

を
使
い
復
元
き
れ
た
。
入
る
と
す
ぐ
目
腫
つ
く
大
黒
柱
な

ど
は
当
時
の
物
を
使
っ
て
お
り
、
次
郎
長
や
子
分
も
触
れ

て
い
る
と
説
明
す
る
と
、
参
加
者
も
手
を
出
し
て
触
れ
て

い
た
。

④
壮
、
胆
幸
の
墓
は
意
外
に
初
め
て
と
い
う
参
加
者
が
多
く
、

地
元
の
人
で
も
こ
己
ま
で
来
た
こ
と
は
な
い
ル
》
い
う
。

港
橋
を
渡
り
、
次
郎
長
通
り
の
⑤
妙
慶
寺
門
前
に
行
く
。

初
代
お
ち
よ
う
と
新
世
帯
を
持
っ
た
垣
ろ
の
次
郎
長
一
家

は
貧
し
く
、
臭
の
蚊
の
出
る
と
き
蚊
帳
が
》
組
し
か
な
い
。

公
平
を
保
つ
た
め
、
そ
れ
は
使
わ
ず
に
、
妙
慶
寺
の
杉
の

葉
を
と
っ
て
蚊
い
ぶ
し
値
し
た
。
杉
の
木
は
《
夏
で
丸
坊

や
・
に
な
っ
た
と
い
う
平
一
ピ
ソ
！
唯
、
で
．
同
大
笑
い
す
る
。

⑥
生
家
は
人
体
の
人
が
よ
く
知
っ
て
い
る
。

⑦
甲
田
屋
跡
で
あ
る
。
生
ま
れ
て
間
も
な
い
次
郎
長
は

生
家
の
近
く
の
叔
父
次
郎
八
の
営
む
米
穀
商
印
田
屋
の
後

継
ぎ
と
し
て
養
子
に
な
る
。
姓
は
山
本
名
は
長
五
郎
。
次

郎
八
の
と
こ
ろ
の
長
五
郎
と
い
う
の
で
次
郎
長
と
呼
ば
れ
、

子
供
の
と
き
は
梅
蔭
寺
で
よ
く
遊
び
、
悪
ガ
キ
の
兄
本
の

よ
う
で
あ
っ
た
。

次
郎
長
は
犬
保
十
・
・
値
‐
、
一
・
十
蕊
歳
の
と
き
、
バ
ク
チ

場
の
も
つ
れ
か
ら
殺
傷
事
件
を
起
し
、
無
宿
者
と
な
っ
て

清
水
を
離
れ
る
。
こ
の
と
き
次
郎
長
は
ｍ
Ｈ
屋
の
一
切
を

姉
夫
婦
に
譲
る
。
生
家
か
ら
お
よ
そ
霊
ト
メ
ー
ト
ル
、
ほ

ん
の
目
と
鼻
の
先
き
の
次
郎
長
通
り
に
而
し
た
甲
田
尾
は
、

現
在
は
催
粧
品
店
と
家
具
店
に
な
っ
て
い
る
。

次
は
③
最
後
の
梅
蔭
隻
寺
で
ゴ
，
ル
イ
ン
。
参
加
者
は
次

郎
長
の
墓
ま
で
行
く
人
、
こ
こ
で
帰
る
人
あ
り
で
参
加
賞

を
受
取
る
“
初
め
て
歩
い
た
人
も
多
く
、
皆
さ
ん
満
足
し

次郎長の後半生は

地域の発展くこ捧げられ

ました。

鏑
磯

撫織識

卿
…

清水銀行も地域の

経済･文化･スポーツの

鑓

発展をお手伝いして

まいります。

雲霞水銀溺霊’
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て
別
れ
た
。

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
す
る
砿
当
り
、
枇
話
人
会

は
何
度
も
集
ま
り
、
次
郎
長
マ
ッ
プ
も
校
正
に
校
正
を
重
一

ね
、
こ
の
洲
に
配
布
で
き
た
勤
そ
し
て
・
番
心
配
し
た
の

は
、
『
何
名
参
加
し
て
く
れ
る
」
だ
っ
た
が
、
聞
け
ば
理

か
つ
た
。
こ
れ
だ
け
で
今
ま
で
の
心
配
は
吹
き
飛
ん
だ
。

最
後
に
、
ガ
イ
ド
が
な
く
て
も
歩
け
る
よ
う
、
各
所
に

説
明
板
と
か
標
識
を
是
非
建
て
た
い
と
思
っ
た
。
こ
れ
は

預
行
か
ざ
あ
の
会
』
の
課
題
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
初
め

て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
成
功
“
感
謝
し
ま
す
。

百
江
．
ｒ
名
以
上
も
参
加
し
た
と
の
こ
と
で
本
当
に
婚
し
》
（
天
野
香
）

次
郎
長
の
子
分
た
ち
考
査
か
ら
関
東
綱
五
郎
ま
で

慨
に
粕
高
い
「
星
・
・
八
人
衆
」
は
、
・
東
海
遊
侠
伝
：

に
登
場
す
る
人
政
、
小
政
、
石
松
な
ど
す
べ
て
実
在
の
人

物
だ
。
た
だ
一
人
、
》
追
分
の
墓
五
郎
」
は
諦
談
・
浪
花

節
の
産
物
で
、
神
川
伯
川
が
遊
侠
伝
を
講
談
に
仕
立
て
る

時
、
都
鳥
杏
兵
術
兄
弟
を
や
っ
つ
け
る
上
・
ロ
・
産
し
て

創
作
し
た
架
空
の
人
物
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
の
子
分
は
、
す
べ
て
遊
侠
伝
に
糸
前
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
・
一
・
・
’
八
人
と
い
う
数
は
、
遊
侠

伝
の
中
に
は
な
く
、
た
シ
》
え
ば
、
黒
駒
の
勝
蔵
側
と
天
竜

川
を
は
き
ん
で
対
時
す
あ
時
の
、
次
郎
長
側
の
子
分
の
人

数
は
鋸
・
し
‐
四
人
だ
。
一
・
卜
八
人
と
い
う
の
は
、
．
極
の
数

合
わ
せ
、
千
手
観
音
の
春
族
で
行
者
を
守
る
皇
十
八
神
神

大政く山本政五郎）

41歳の写真

を

雫
・
発
卜
八
部
衆
許
と
い
う
あ
た
り
か
ら
き
て
い
る
。

ご
承
知
の
よ
う
に
一
東
海
遊
侠
伝
誕
は
次
郎
長
伝
記
の

元
祖
で
あ
る
が
、
天
川
流
郎
が
次
郎
長
の
口
述
で
こ
れ
を

詳
い
た
時
、
次
郎
長
は
六
十
歳
に
手
が
届
く
年
齢
で
あ
っ

た
。
（
父
猷
妹
の
行
方
を
た
ず
ね
る
天
砿
五
郎
を
、
次
郎

長
が
自
宅
に
寄
留
さ
せ
た
の
は
、
明
治
十
一
年
の
こ
と
で
、

東
海
遊
侠
伝
の
草
稿
は
、
こ
の
時
で
き
あ
が
っ
た
と
さ
れ

る
。
）次
郎
長
が
、
皇
十
人
を
超
え
る
子
分
た
ち
の
名
前
を
、

し
か
も
・
索
・
年
、
輩
・
・
千
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
議
憶
し
て

い
た
と
い
う
の
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
と
い
う
ほ
か
な
い
。

こ
の
稿
で
は
、
名
の
知
ら
れ
た
子
分
た
ち
の
中
か
ら
、

何
人
か
を
取
り
あ
げ
て
み
た
い
。

大
政
一

次
郎
長
子
分
の
竿
頭
と
・
そ
知
ら
れ
る
。
・
本
名
原
Ⅲ
政

流
郎
、
後
に
次
郎
長
の
養
子
と
な
り
、
・
低
木
政
流
郎
を
名

乗
る
。

と
品
な
め

武
叱
》
の
患
身
と
も
い
、
わ
れ
る
が
、
愛
知
県
常
滑
の
Ｍ
船

問
屋
の
生
れ
が
事
実
ら
し
い
卿
〈
勝
瀬
光
安
稿
）

鶴§



「
食
い
ね
え
、
食
い
ね
え
、
す
し
を
食
い
ね
え
」
広
沢

虎
造
の
浪
花
節
で
知
ら
れ
る
森
の
石
松
の
出
生
は
「
東
海

遊
侠
伝
（
第
六
回
）
」
に
よ
れ
ば
三
河
と
さ
れ
る
。
八
名

梅
蔭
寺
の
過
去
帳
に
は
、
「
明
治
十
四
年
二
月
十
五
日
、

行
年
五
十
歳
、
大
然
宜
政
上
座
、
上
町
山
本
政
五
郎
」
と

あ
る
。
明
治
十
四
年
に
五
十
歳
と
い
う
こ
と
か
ら
数
え
る

と
、
生
れ
た
の
は
天
保
三
年
、
次
郎
長
の
ち
ょ
う
ど
一
回

り
年
下
で
あ
っ
た
。

亡
く
な
っ
た
当
時
の
大
政
は
、
富
士
裾
野
開
墾
場
の
監

督
を
つ
と
め
、
次
郎
長
と
同
じ
上
町
に
住
み
、
後
継
者
と

目
さ
れ
て
い
た
。
息
子
の
小
三
郎
は
明
治
三
十
四
年
没
。

次
女
の
な
ほ
は
、
静
岡
市
人
宿
町
の
旅
館
伝
中
屋
に
嫁
し

た
。
慶
応
三
年
生
れ
、
次
郎
長
五
十
回
忌
の
昭
和
十
七
年

に
は
健
在
で
、
七
十
六
歳
の
彼
女
は
次
郎
長
や
父
大
政
の

回
想
談
を
、
朝
日
新
聞
静
岡
版
に
の
せ
て
い
る
。

ち
な
み
に
大
政
の
本
姓
で
あ
る
原
田
姓
は
、
田
中
啓
次

郎
に
ゆ
ず
ら
れ
た
。
大
政
は
呼
び
名
の
よ
う
に
六
尺
（
一

メ
ー
ト
ル
八
○
）
ゆ
た
か
の
大
男
で
遺
品
の
胴
着
（
梅
蔭

寺
遺
物
館
に
展
示
）
が
そ
れ
を
裏
付
け
る
。

｜
小
政
一

本
名
吉
川
冬
吉
。
浜
松
出
身
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

没
、
行
年
三
十
二
歳
（
浜
松
大
聖
寺
）
と
あ
る
か
ら
、
天

保
十
四
年
生
ま
れ
か
。
「
清
水
み
な
と
は
鬼
よ
り
こ
わ
い
、

大
政
小
政
の
声
が
す
る
」
と
調
わ
れ
る
よ
う
に
気
性
が
激

し
く
、
武
闘
派
で
知
ら
れ
る
。
小
政
の
名
の
由
来
は
、
大

政
と
同
じ
山
本
政
五
郎
を
名
乗
り
、
小
柄
だ
っ
た
の
で
そ

う
呼
ば
れ
た
。

一
森
の
石
松
一

増
川
の
仙
右
衛
門
一

説
も
あ
る
。
森
町
で
は
三
年
に
一
回
石
松
祭
り
が
命
日
に

合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
。

梅
蔭
寺
の
次
郎
長
墓
に
隣
合
わ
せ
て
、
子
分
の
大
政
、

小
政
、
仙
右
術
門
ら
三
人
の
墓
が
並
ん
で
い
る
。
仙
右
術

門
は
、
大
政
、
小
政
、
石
松
に
次
ぐ
幹
部
の
一
人
で
あ
る
。

本
名
宮
下
仙
右
衛
門
、
駿
河
国
富
士
郡
増
川
村
（
富
士

市
）
出
身
。
「
東
海
遊
侠
伝
」
（
第
十
回
）
の
遠
州
菊
川
の

宿
場
で
伊
豆
の
金
平
、
黒
駒
の
勝
蔵
ら
と
の
手
打
式
の
場

而
で
登
場
し
、
注
に
（
駿
州
増
川
の
産
、
佐
二
郎
の
子
な

り
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
仙
右
衛
門
の
父
佐
次
郎
は
、
伊

豆
の
金
平
一
味
竹
之
助
に
殺
さ
れ
、
仙
右
術
門
は
辻
の
勝

五
郎
の
協
力
に
よ
っ
て
、
文
久
二
年
父
の
仇
を
討
ち
、
そ

れ
を
契
機
に
次
郎
長
の
子
分
と
な
っ
た
。
次
郎
長
子
分
と

し
て
は
、
石
松
や
大
政
、
小
政
に
く
ら
べ
て
ず
っ
と
後
期

に
な
る
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
生
れ
。
明
治
二
十
五

年
、
五
十
七
歳
で
没
。
明
治
に
な
っ
て
か
ら
巴
川
畔
の
松

せ
ん
え
も
ん
ど
ぶ

井
町
付
近
に
住
み
、
邸
跡
の
側
溝
に
仙
右
術
門
溝
の
異
称

が
あ
る
。

村
（
新
城
市
）
の
洞
雲
寺
に
墓
が
あ
る
。
万
延
元
年
（
一

八
六
○
）
六
月
一
日
没
。
行
年
二
十
八
歳
の
説
を
と
れ
ば
、
ね

生
れ
は
天
保
四
年
（
一
八
一
一
一
一
一
一
）
か
。
そ
の
最
後
は
、
子

ま
ち
こ
う

待
講
の
夜
、
都
田
の
圭
口
兵
衛
兄
弟
に
だ
ま
さ
れ
、
闇
夜
の

中
で
斬
殺
さ
れ
た
。
浪
曲
で
は
「
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
」

と
さ
れ
る
が
、
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
が
正
し
い
。

森
町
の
大
洞
院
に
も
墓
が
あ
り
、
出
生
を
森
町
と
す
る

昭
和
十
七
年
十
月
、
次
郎
長
五
十
回
忌
の
時
、
梅
蔭
寺
山
門
前

に
て
。
中
央
ス
テ
ッ
キ
を
持
つ
小
笠
原
長
生
、
そ
の
右
側
が
田

辺
高
之
助
こ
と
田
辺
幸
蔵
、
左
か
ら
三
人
目
が
鈴
木
幸
太
郎
。

－６－

ｂ
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明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
、
次
郎
長
が
亡
く
な
っ
た

後
の
一
家
の
跡
目
は
、
い
っ
た
ん
大
政
系
が
継
ぎ
、
三
代

目
か
ら
仙
右
術
門
の
人
脈
が
継
い
だ
。
仙
右
術
門
は
次
郎

長
が
他
界
す
る
一
年
前
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
明
治
二
十

六
年
六
月
十
五
日
、
梅
蔭
寺
で
行
わ
れ
た
次
郎
長
の
葬
儀

委
員
長
は
、
子
分
筆
頭
の
当
目
の
岩
吉
（
焼
津
市
当
目
浜

出
身
、
本
名
久
保
山
岩
吉
、
大
正
三
年
没
）
が
つ
と
め
た
。

清
水
次
郎
長
一
家
二
代
目
を
継
い
だ
の
は
、
小
樺
惣
太

郎
で
あ
る
。
「
次
郎
長
十
七
回
忌
（
明
治
四
十
二
年
こ
の

鶏
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仙
右
術
門
系
が
登
場
す
る
の
は
、
三
代
目
か
ら
で
あ
る
。

三
代
目
鈴
木
幸
太
郎
、
四
代
目
田
辺
武
一
、
五
代
目
田
辺

金
吾
と
続
く
。

二
代
目
小
淫
惣
太
郎
が
大
正
四
年
に
亡
く
な
っ
た
の
に

続
い
て
、
翌
大
正
五
年
に
は
次
郎
長
未
亡
人
お
ち
よ
う
が

八
十
歳
で
他
界
し
た
。
子
分
筆
頭
で
次
郎
長
の
葬
儀
委
員

長
を
つ
と
め
た
当
目
の
岩
吉
も
、
そ
の
前
年
、
大
正
三
年

に
こ
の
世
を
去
っ
て
い
る
。

お
ち
よ
う
の
死
後
、
次
郎
長
一
家
の
跡
日
は
空
席
の
ま

ま
長
い
年
月
が
流
れ
た
。

大
正
十
二
年
九
月
一
日
、
関
東
大
震
災
が
起
き
、
横
浜

港
が
潰
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
そ
の
代
替
港
と
し
て
清
水

港
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
荷
役
の
支
援
と
し
て
神

戸
の
斉
藤
仙
太
郎
率
い
る
斉
藤
組
が
や
っ
て
く
る
。

そ
の
斉
藤
組
と
、
次
郎
長
一
家
二
代
目
、
小
津
惣
太
郎

の
若
い
衆
だ
っ
た
岩
崎
市
蔵
が
、
荷
役
を
め
ぐ
る
縄
張
り

争
い
か
ら
衝
突
し
、
斉
藤
組
の
手
に
か
か
っ
て
岩
崎
が
刺

殺
さ
れ
る
と
い
う
衝
撃
的
な
事
件
が
起
こ
っ
た
。
大
正
十

五
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。

法
要
参
列
者
の
写
真
に
は
中
央
に
未
亡
人
お
ち
よ
う
を
は

さ
ん
で
お
ち
よ
う
の
長
男
入
谷
清
太
郎
、
当
目
の
岩
吉
が

坐
っ
て
い
る
。
（
会
報
皿
号
参
照
）

二
代
目
を
継
い
だ
大
政
直
系
の
小
津
惣
太
郎
は
、
岩
吉

か
ら
少
し
離
れ
た
前
列
の
右
端
に
近
い
位
置
に
坐
っ
て
い

る
。
写
真
に
う
っ
て
い
る
小
津
惣
太
郎
は
、
明
治
十
四
年

（
一
八
八
一
）
生
れ
。
二
十
八
歳
で
あ
る
。
清
水
、
慶
雲

寺
に
あ
る
墓
に
は
、
次
郎
長
跡
目
、
侠
客
小
津
惣
太
郎
墓

と
記
さ
れ
て
い
る
。
没
年
は
大
正
四
年
、
次
郎
長
一
家
二

代
目
は
三
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
わ
け
だ
。

そ
の
年
、
年
号
が
昭
和
と
変
わ
る
が
、
次
郎
長
一
家
の
一

跡
目
は
空
席
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
七
年
、
次
郎
長
一

五
十
回
忌
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
｜

主
役
は
次
郎
長
顕
彰
会
会
長
小
笠
原
長
生
海
軍
中
将
だ
が
、
一

蔭
の
主
役
は
次
郎
長
一
家
の
長
老
格
田
辺
高
之
助
で
あ
る
。
｜

こ
の
田
辺
が
次
郎
長
一
家
の
跡
目
と
し
て
白
羽
の
矢
を
た
－

て
た
の
が
鈴
木
幸
太
郎
で
あ
る
。
田
辺
高
之
助
は
慶
応
一
二

年
生
ま
れ
、
仙
右
術
門
の
流
れ
を
汲
む
岩
測
（
富
士
川
町
）
｜

の
貸
元
だ
。
次
郎
長
五
十
回
忌
を
機
に
三
代
目
鈴
木
幸
太
一

郎
を
指
名
し
、
五
十
回
忌
の
法
要
を
す
ま
せ
た
翌
月
に
亡
一

く
な
っ
た
。

め
と

幸
太
郎
は
田
辺
市
Ｍ
之
助
の
娘
を
要
り
、
戦
後
も
清
水
市
一

会
議
貝
な
ど
を
つ
と
め
て
活
蹄
す
る
。
長
身
で
、
近
術
文
一

暦
と
嵐
寛
十
郎
を
足
し
て
一
一
で
判
っ
た
よ
う
な
風
貌
だ
と
一

評
さ
れ
た
。

幸
太
郎
亡
き
あ
と
の
四
代
目
は
、
川
辺
高
之
助
の
孫
に
一

当
た
る
田
辺
武
一
・
天
才
的
な
巾
盆
と
評
さ
れ
た
が
、
三
一

十
歳
代
で
な
く
な
り
、
五
代
目
は
そ
の
弟
、
田
辺
金
吾
（
大
一

正
十
五
年
生
れ
）
が
継
い
だ
。
彼
は
平
成
十
九
年
の
現
在
一

も
健
在
で
あ
る
。
昭
和
四
十
一
年
、
清
水
玉
川
楼
で
警
察
一

署
長
な
ど
立
会
い
の
も
と
に
、
清
水
次
郎
長
一
家
を
解
散
一

し
た
。
「
暴
力
団
な
ど
と
い
わ
れ
る
よ
う
で
は
、
次
郎
長
一

－７－
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雛

親
分
に
申
訳
が
立
た
な
い
」
が
五
代
目
金
吾
の
持
論
だ
。

｜
辻
の
勝
五
郎
一

「
東
海
遊
侠
伝
」
（
第
十
回
）
、
黒
駒
勝
蔵
と
天
竜
川
を
は

さ
ん
で
一
大
決
戦
を
い
ど
む
た
め
、
次
郎
長
は
子
分
二
十

四
人
を
率
い
て
出
発
す
る
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
勝
五
郎
と

あ
り
、
注
に
（
辻
勝
と
呼
ぶ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

本
名
加
藤
勝
五
郎
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
生
れ
、

富
士
市
今
泉
出
身
。
明
治
四
十
年
没
、
七
十
三
歳
。
今
泉

法
雲
寺
の
過
去
帳
に
よ
れ
ば
、
戒
名
は
領
徳
院
寛
剛
容
毅

居
士
。
ち
な
み
に
、
呼
び
名
の
辻
は
今
泉
の
中
心
部
に
当

る
四
つ
辻
を
い
う
。
次
郎
長
の
子
分
と
な
っ
た
の
は
、
仙

右
術
門
の
項
に
記
し
た
よ
う
に
、
宮
下
佐
次
郎
の
仇
敵
を

討
っ
た
縁
に
よ
る
。

｜
相
撲
の
常
一

ご
み
エ
う

本
名
岩
田
常
八
。
愛
知
県
江
南
市
五
明
の
出
身
。
「
東

海
遊
侠
伝
」
（
第
六
回
）
に
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）

次
郎
長
に
助
け
を
求
め
た
八
尾
ヶ
獄
宗
七
（
後
の
ほ
げ
た

の
久
六
）
の
た
め
に
大
政
ら
と
と
も
に
名
古
屋
へ
向
か
う
。

そ
の
注
に
は
（
力
強
し
、
相
撲
常
と
称
す
）
と
あ
る
。

次
郎
長
が
女
房
の
お
ち
よ
う
を
同
行
し
て
安
政
五
年
、

聯１Ｗ



一
関
東
の
綱
五
郎

本
名
鈴
木
綱
五
郎
。
慶
応
二
年
、
荒
神
山
の
決
闘
で
活

躍
し
、
吉
良
の
仁
吉
や
法
印
大
五
郎
な
ど
と
共
に
負
傷
す

る
。
し
か
し
死
亡
は
免
れ
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
は
京
都

で
火
薬
商
な
ど
を
営
ん
だ
。
出
身
は
八
王
子
、
千
人
同
心

の
家
系
で
生
れ
た
。
荒
っ
ぽ
い
性
格
で
、
「
東
海
遊
侠
伝
」

の
注
釈
で
は
、
「
吉
原
で
遊
ん
だ
時
、
遊
女
が
言
う
こ
と
を

聞
か
な
か
っ
た
の
で
、
短
銃
を
ぶ
つ
放
し
、
捕
方
の
手
を

逃
れ
て
駿
河
清
水
港
に
来
て
次
郎
長
の
子
分
と
な
っ
た
」

と
あ
る
。

明
治
十
九
年
没
。
八
王
子
の
鈴
木
家
の
墓
地
に
葬
ら
れ

る
。
戒
名
は
義
顕
院
阿
仙
道
翁
居
士
。
享
年
八
十
八
歳
。

子
孫
の
多
摩
病
院
院
長
持
田
治
雄
発
行
に
よ
る
『
関
東
綱

五
郎
の
生
涯
』
（
文
庫
版
八
十
五
頁
）
が
あ
る
。
著
者
は

大
谷
竹
雄
。
そ
の
一
節
を
以
下
に
紹
介
し
よ
う
。
（
Ｔ
） 関東網五郎肖像

三
河
へ
逃
避
行
を
し
た
時
も
行
動
を
共
に
し
た
。

墓
は
愛
知
県
江
南
市
道
音
寺
に
明
治
三
十
三
年
建
立
さ

れ
て
い
る
。
戒
名
は
鵠
相
良
玄
居
士
。
五
明
の
常
八
と
呼

ば
れ
た
。
伊
勢
の
出
身
と
す
る
説
も
あ
る
。

富
士
市
大
洲
の
次
郎
長
開
墾
跡
地
に
お
相
撲
の
常
の
石

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

－８－

圃
園
国
回
回

。
会
報
二
十
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
こ
の
号
で
は
、
昨
年

（
平
成
十
八
年
五
月
）
町
お
こ
し
を
目
指
し
、
別
勤
隊

と
し
て
発
足
し
た
「
次
郎
長
で
行
か
ざ
あ
の
会
」
の
こ

の
一
年
を
総
括
し
ま
し
た
。

。
編
集
作
業
が
す
す
ん
で
い
る
二
月
下
旬
、
何
や
ら
雑
音

し
き
り
に
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
某
組
が
清
水
一
家
を

名
乗
る
ら
し
い
と
い
う
風
評
で
す
。
三
月
一
日
の
朝
刊

で
は
、
つ
い
に
「
六
代
目
清
水
一
家
を
継
承
」
と
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

。
今
か
ら
四
十
一
年
前
、
「
暴
力
団
と
言
わ
れ
る
よ
う
で

は
次
郎
長
親
分
に
申
訳
が
立
た
な
い
」
と
、
清
水
一
家

五
代
目
田
辺
金
吾
氏
は
組
を
解
散
、
組
織
暴
力
と
決
別

し
て
い
ま
す
。
そ
の
五
代
目
が
健
在
と
い
う
の
に
六
代

目
が
清
水
一
家
を
名
乗
る
と
は
。

。
勝
手
に
名
乗
る
の
は
防
ぎ
よ
う
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
か
。
ま
し
て
山
口
組
と
清
水
一
家
の
縁
組
な
ど
、
次

郎
長
が
聞
い
た
ら
目
を
剥
く
で
し
ょ
う
。

。
ど
っ
ち
に
し
て
も
、
今
度
の
「
清
水
一
家
」
、
次
郎
長

と
は
何
の
関
係
が
な
い
。
こ
の
こ
と
を
、
日
本
中
の
次

郎
長
フ
ァ
ン
に
、
強
く
訴
え
ま
す
。
（
Ｔ
）

一
八
三
九
年
天
保
十
年
の
五
月
。

鈴
木
綱
五
郎
は
武
州
多
摩
郡
高
尾
山
麓
の
落
合
で
一
二

十
才
の
夏
を
迎
え
た
。
例
年
よ
り
暑
さ
が
早
く
き
て
、
一

綱
五
郎
は
素
っ
裸
で
縁
に
出
て
夕
涼
み
を
取
っ
て
い
一

た
。
い
や
実
は
夕
涼
み
を
よ
そ
お
っ
て
、
さ
っ
き
か
一

ら
、
し
き
り
と
一
つ
の
思
い
に
ふ
け
っ
て
い
た
の
で
一

あ
る
。

父
の
惣
七
も
、
母
（
名
不
詳
）
も
息
子
の
心
に
ど
の
－

よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
か
知
ら
な
か
っ
た
。
一

両
親
に
と
っ
て
子
ど
も
は
何
時
ま
で
も
子
ど
も
と
し
一

か
思
え
な
か
っ
た
。
い
つ
の
時
代
で
も
そ
う
で
あ
る
一

ら
し
い
。

綱
五
郎
も
ま
た
、
惣
七
の
知
ら
ぬ
世
界
に
二
十
才
の
一

若
も
の
の
夢
を
え
が
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

彼
の
筋
骨
は
既
に
十
分
な
お
と
な
だ
っ
た
。
む
し
ろ
一

ひ
と
な
み
は
ず
れ
て
大
き
く
て
、
た
く
ま
し
か
っ
た
。
｜

よ
く
肥
っ
た
顔
の
中
に
、
目
も
鼻
も
口
も
、
み
な
大
一

き
く
居
す
わ
っ
た
感
じ
で
、
見
る
か
ら
に
尋
常
で
な
－

い
ツ
ラ
が
ま
え
だ
っ
た
。

そ
の
風
貌
の
よ
う
に
、
彼
の
心
中
も
そ
の
と
き
あ
る
一

一
つ
の
勇
猛
な
企
て
に
お
ど
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
一

彼
は
家
を
出
る
決
心
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

何
の
た
め
に
？

そ
れ
は
彼
に
も
は
っ
き
り
と
は
つ
か
め
な
か
っ
た
。
一

別
に
学
に
志
し
て
の
こ
と
で
は
な
い
。
武
芸
を
修
業
一

し
て
、
幕
末
騒
乱
の
世
に
一
と
旗
あ
げ
よ
う
と
い
う
一

の
で
も
な
か
っ
た
。

た
だ
何
と
は
な
し
に
こ
の
ま
ま
の
ん
び
り
と
し
て
、
｜

高
尾
山
麓
の
旧
家
の
く
す
ん
だ
家
屋
の
中
で
息
を
し
－

て
い
ら
れ
な
い
気
持
だ
っ
た
。

何
か
音
を
立
て
て
、
世
の
中
が
自
分
の
周
囲
で
動
い

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

そ
し
て
自
分
だ
け
が
、
死
ん
だ
よ
う
な
静
か
な
環
境

の
中
で
眠
ら
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
気
が
し
た
。
そ

れ
が
綱
五
郎
に
は
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

時
代
の
動
き
は
彼
の
住
む
村
へ
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
え

ら
れ
て
き
た
。
含
関
東
綱
五
郎
の
生
涯
』
よ
り
）


